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感染症発生動向調査における定点配置の現状評価
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目的　感染症発生動向調査における定点配置の状況を，人口，地域，医療施設の規模・診療科に

ついて検討し，さらに疾患，医療施設の規模・診療科による定点別年間報告数の違いを検討

した。定点種別として小児科・内科定点，眼科定点，性感染症定点を対象とした。

方法　感染症動向調査の定点（1997年時点）それぞれの定点特性（定点種別，管轄保健所など）

および疾患別年間報告数を調査により得た。それ以外に，医療施設調査から得た医療施設の

規模・診療科，保健所別人口を用いた。管轄人口区分ごとの保健所管轄地域内の定点数，都

道府県ごとの定点数を現行基準と比較するとともに，医療施設の規模・診療科別に全医療施

設数と定点数を比較した。医療施設の規模・診療科間で，定点別年間報告数の平均値を比較

した。

成績　多くの保健所の管轄地域内の定点数は，現行基準と同程度であったが，定点のない保健所

が管轄人口の大きいところにも若干みられた。多くの都道府県の定点数は現行基準と比較的

一致していたが，現行基準をかなり下回る都道府県もみられた。小児科・内科定点では規模

の大きい病院の割合，眼科定点では病院の割合が比較的大きく，性感染症定点では産婦人科

を有する診療所の割合が比較的小さかった。定点別年間報告数の平均値は医療施設の規模の

間で，いくつかの疾患を除いてそれほど大きな差がなかった。性感染症定点の対象疾患で

は，定点別年間報告数の平均値は診療科間でかなり大きな差があった。

結論　多くの保健所，多くの都道府県には人口に応じた定点数が配置されていたが，一部に定点

数の不足もみられた。ここで明らかになった医療施設の規模・診療科ごとの定点数と疾患別

年間報告数は，これまでの感染症発生動向調査の結果を活用する上で有用であり，今後の動

向調査における定点設計をするためにも有用である。
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